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＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

課題点：天候により作業が左右される。

連携した結果に対する意見または評価：

毎年のことだが、収穫期は人手不足なので助かります。高齢化が進むので毎年お願いしたい。

今後の連携強化に向けた課題：

手伝えてもらえるのが一番助かる。課題は感じられない。

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 ＣＯＣＯＳＡ

住　所 小城市三日月町織島183-3

4110600410

福原　盛

令和7年度電話番号 0952-77-0671

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 大久保、石井、渡邉 担当者名 渡邉

活動場所：大久保、石井、渡邉

実施日程：R7.12～R8.1（天候による）

実施した生産活動・施設外就労の概要：

利用者数　等：3～5名

みかんの収穫作業など

得られた成果：利用者の皆さんが作業に対する責任感が出るようになった。

地域連携活動のねらい：地域のお困りごとに関わることでの地域からの理解。

地域にとってのメリット：人手不足の解消。

対象者にとってのメリット：社会性や必要とされることでの自己肯定感の向上や

仕事に対しての責任感やモチベーション向上。

実施した結果：継続して毎年の作業を頼まれるようになった。

様式１


